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:は じ め に

土壌改良資材として施用した鉄鋼スラグ (転炉及び電気

炉スラグの効果の持続性を3か年にわたり,ホ ウレンソウを栽

培して炭酸カルシウム(炭 カル )との比較において検討しオぉ

2試 験 方 法

(1殷試土壌 :東北農試厨川圃場の厚層多腐植質黒ポク土

0)ス ラグ施用量 : 図 1の緩衝曲線から明らかなように

pHを62に矯正するに要するスラグの量は,ほ ぼ炭カル

の 2倍量に相当したので,こ の量の施凋区を倍量区,1/2量

の施用区を等量区とした。

●)試験区 : ①無処理区,②炭カル区,③転炉等量区 ,

④電気炉等量区,⑤転炉倍量区,⑥電気炉倍量区の 6処理

はそれぞれ 2連制とし,1982年の秋に開始 した。1983年の

春には転炉石灰倍量区,転炉 6倍量区,電気炉42倍量区

を追加して多量施用による影響にも検討を加えた。
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3 結果及び考察

(1)生育量に及ぼすスラグ施用の影響

初作目の収量は炭カル区が最も多く,電気炉倍量区>電

気炉等量区>転炉倍量区>転炉等量区の1頂 に低くなってい

たが,2作日以降になると転炉及び電気炉倍量区の生育量

は炭カル区よりも多くなり,そ の傾向は 5作目まで持続し

ており,ス ラグ施用効果の持続性が窺える。

″ み ネ 丼 津

図2 収量指数 (炭カル区を 1と する )の

経年的変化

12)土壌のpHに及ぼすスラグ施用の影響

土壌の採取位置は畝間とし, 1区から20か所採取して供

した。時期は発芽揃期とした。

炭カル区のpHは ,初作目にはどの処理区よりも高い値

(589)を示したが,2作 目,3作 目,5作 目と段階的に

低下した。一方,ス ラグ施用区はいずれも炭カル区のそれ

とは異なり2作目で高くなり,一旦上昇 したpHは その後

ほぼ平衡状態で推移し,ス ラグには土壌pHに 対する持続

性が認められた。

図3 土壌pH(H20)の 経年変化

-137-



東 北 農 業 研 究 第 39号 (1986)

“

)土壌養分含有量に及ぼすスラグ施用の影響

置換性石灰 ,苦土含量は炭カルやスラグの施用により増

大した。置換性石灰の量は,ス ラグの種類には関係なく,

その施用量に比例した。すなわち,ス ラグ等量区は炭カル

区の 8割弱,ス ラグ倍量区で炭カル区の 1～ 2割増,ス ラ

グ6倍量,42倍量区ではそれぞね10割増, 6割増を示し

た。一方,置換性苦上の量はスラグの種類によって異なり

電気炉スラグの施用による増加が顕著であった。

“

)ホ ウレンソウの養分吸収に及ぼすスラグ施用の影響

窒素含有率はスラグ特に電気炉スラグの施用により低下

する傾向にあるが,全般的には生育量の多いものほど低い

含有率となった。石灰と苦土含有率にはスラグの種類によ

る影響が大きく,電気炉スラグを施用すると,石灰含有率

は低下するが苦土含有率の増加することが認められた。

表 1 スラグの施用が土壌の置換性塩基 (″/100夕 ),pH
養分含有率 (%)に及ぼす影響
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図4 置換性石灰及び苦土含量に及ぼすスラグ

施用の影響 (5作 目の発芽期採取土壌 )

(H20),ホ ウレンソウの収量 (19710α )並びに
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注 Tl:無処理,T2:炭カル,T3:転炉スラグ等量,T4:電気炉スラグ等量,T5:転炉スラグ倍量

T。 :電気炉スラグ倍量,T,:転炉石灰倍量,T8:転炉スラグ 6倍量,T9:電気炉スラグ42倍量

粒経336‐以 下の転炉スラグと電気炉スラグを土壌改良

資材として施用した後,その効果の持続性をホウレンソウ

を用いて炭カルとの比較において検討 した。

資材の投入量は緩衝曲線からpH6 2とするに要する量 ,

一炭カル520″ /10`,転炉スラグ1080″ /10a,電気炉

スラグ1125″ /10`―を基準とし,ス ラグについてはそれ

の1/2倍量 (炭カルと重量で等量 ),数倍量 (炭カルと重量

で比較して転炉スラグ6倍,電気炉スラグ 42倍)区を設

けた。

得られた結果は次のとおり。

(1蹴スラグ施用によるpHの上昇効果は,炭カル施用

に比べて初作目ではイヽさいが, 2作 日から炭カル施用では

土壌のpHが急速に低下するのに対 して,鉄鋼スラグでは

むしろ上昇し,そ の後の低下も緩慢で炭カルよりも高いpH

を維持した。

12)初作日の収量は炭カル施用区で最も多かったが 2作 月

以降はスラグ倍量施用区の方が多くなった。

13秩鋼スラグの施用により土壌の置換性苦土 (Mg)の
量は富化し作物体のMg含量もスラグ特に電気炉スラグの

施用により高まった。
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